














オンラインサロンでは、参加者の皆様からの質問も続 と々寄せられました。その回答の中で永山氏が触れたのは、これ

からの時代の組織づくりについて。

「どこで働くことになっても、自分が働いている組織の

空気が感じられる工夫が必要だと思います。今後コ

ロナ禍が収束しても、オフィスに常駐することはな

くなると思いますが、組織がつくるプロダクトに愛着

があったり、好きな上司がいたりすることは大切です。

組織も社員とビジョンの共有をしながら、エンゲージ

メントを高める努力が必要になると思います」

「時代を創る」という気概を持つ

そして最後に永山氏は、「仕事を含む日常生活に、いかに発見や刺激を埋め込むかが、本当の働き方改革につながる

のではないでしょうか。私たちはこれから、時代をつくるという気概を持って、新しい働き方を模索していかなければな

らないと思います」と締め括りました。

新時代のワークスタイルとして、今回の調査研究結果が示唆する「デザインされたWFA」。これからのオフィスの在り

方を探るHUMAN FIRST研究所では、最終的に研究成果を踏まえた新たな商品やサービスのプロトタイプの開発・

設計に取り組むべく、今後も様々なテーマで調査研究を行ってまいります。


